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　６月19日（金）新潟東映ホテルにおいて、県労福協第
49回定時総会が開催され、会員団体・役職員あわせて89
名が出席しました。　
　冒頭、牧野理事長より、以下の挨拶がありました。
　「米国の強権的な外交やイランでの軍事行動など、市
民の命を脅かす国際情勢に強い危機感を持っている。労
福協は、「福祉はひとつ」の理念のもと、ライフサポー
トや生活困窮者支援、フードバンク支援、奨学金制度の
改善など、誰もが幸せに暮らせる社会づくりなどを行っ
てきた。今後も生活の困りごとや、学び、住まい、環境、
防災・減災、持続可能な地域づくりなど、幅広い社会課
題改善に向けた取り組みを進め、分断から連帯へ、支え
合いと共生の社会を実現するため、今こそ心をひとつに、
会員団体と連携して労働者自主福祉運動をともに推進し
ていきたい。」
　総会では、報告事
項として「①2025年
度 事 業 報 告」 が あ
り、新潟ろうきん福
祉財団大野代議員か
ら高校奨学金事業へ
の寄付のお礼と今後

も継続した協力をお願いしたいとの発言がありました。
続いて、「②2026年度事業計画」、「③2026年度収支予算」
について報告がありました。
　その後、審議事項として、「①2025年度決算報告と監
査報告」、「②役員交代に関する件」の提案を行い満場一
致で承認されました。
　総会終了後は、特別講演会（別掲）の後、懇親会を開
催し、来賓の花角県知事から労福協の活動に対する感謝
の言葉をいただきました。また、チャリティゴルフ大会
のチャリティ金196,000円を三条市で発達障がいや特性を
持つ子どもと保護者の交流活動を行う「およぐペンギン」
様に寄贈する贈呈式も実施しました。

第49回
県労福協定時総会
― 分断から連帯の社会へ ―

　総会後の特別講演は、十日町市で活動をされている
NPO法人支援センターあんしんの常任理事の久保田学
様にお願いしました。
　障がいを持った家族が通える施設として職員３名、利
用者２名でスタートした法人が20年間でトイレットペー
パーの製造販売、障がい者支援、グループホーム、ス
クールバス運行、クリーニング・給食事業、農福連携事
業などを展開し、新潟県や十日町市から賞をいただくな

ど、地域になくてはならない企業に発展した理由を力強
く語っていただきました。
　人とのつながりの重要性、まずは動いてみること、断
らないこと、ぶれない行動理念を持つこと、DXを活用
すること、外部への発信を積極的に行うことなど組織運
営に役立つ示唆に富んだお
話を聞くことができました。
　なお、久保田氏の講演内
容は、新潟県労福協TVで、
YouTubeにアップしまし
たので、ぜひご視聴願いま
す。

持続可能な地域社会の創り方
特別講演会

講師：ＮＰＯ法人支援センターあんしん
　　　　　　　　常任理事　久保田　学 様

役員交代に関する件
　今総会で交代された役員は以下の通りです。

【新任役員】（敬称略）
理　事　　齋藤　堅蔵　　労働金庫
理　事　　菅井　秋彦　　退職者連合
理　事　　中澤　　誠　　新潟ろうきん福祉財団
監　事　　村山　義則　　労働金庫 
監　事　　佐藤　雅紀　　こくみん共済 coop
【退任役員】
理　事　　石本　伸二　　新潟県労福協
理　事　　眞田　　守　　新潟県退職者連合
理　事　　中川　　亨　　新潟ろうきん福祉財団
監　事　　長谷川建雄　　新潟県労働金庫
監　事　　森山　真吾　　こくみん共済 coop
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　４月25日（土）新潟市中央区・万代島多目的広場にお
いて県中央メーデーが開催され、約1,100人の参加があ
りました。
　小林実行委員長（連合新潟会長）は、メーデーの起源
が８時間労働の実現を求めて始まった歴史に触れ、現在
議論されている裁量労働制に対して安易な規制緩和には
反対することを表明しました。また、世界各地で続く紛
争に触れ、「戦争は、最大の人権侵害であり、対話と信
頼関係の構築を通じて核兵器のない持続可能な社会をめ

ざす」との決意を述べました。さらに、物価高に負けな
い賃上げと経済の好循環を作るため、適切な価格転嫁や
適正取引を進め、すべての働く人が将来に希望が持てる
社会をめざして、最
後まで団結して戦い
抜くことを呼びかけ
ました。
　集会終了後は、新
潟駅前までデモ行進
を実施し、雇用確保
や格差是正等をア
ピールしました。

　５月12日（火）、フォレストカントリー倶楽部において、
県労福協主催による第39回チャリティゴルフ大会が開催
され、97名の参加がありました。
　当日は、天候にも恵まれ、実力をいかんなく発揮する
方、思うようにスコアを伸ばせない方など、それぞれに
プレーを楽しみながら交流を深め合うことができまし
た。開催ルールは、例年どおり、前半９ホールによるハ
ンディ戦とし、終了後の表彰式は行わず、18ホール終了
時に個別で表彰を行う形態としました。
　参加者の善意で集まったチャリティ金196,000円は、
三条市に事務局を置く発達障がいや特性を持つ子どもや
その保護者の交流を目的とする「およぐペンギン」へ寄
付しました。
　参加者の皆様のご協力にあらためて感謝申し上げます。

大会の上位入賞者
東コース優勝者　　岡田晃一様（運輸労連）
西コース優勝者　　大岩敏和様（新潟地区労福協）
東アウトベスグロ　江花和郎様（連合新潟顧問）
東インベスグロ　　丸山敏明様（運輸労連）
西アウトベスグロ　小林俊夫様（連合新潟）
西インベスグロ　　城田克仁様（フォレストCC）

第97回新潟県中央メーデー
対話と連帯で築く、平和で笑顔あふれる未来
真の働き方改革で、安心してくらせる社会を！

第39回チャリティゴルフ大会
発達障がいや特性を持つ子どもやその保護者の
交流を目的とする「およぐペンギン」へ寄付

お金・くらしのこと、家族のこと、

職場・仕事のこと・・・など

ひとりで悩まないで！お気軽にご相談を！

相談は

原則無料

新潟県ライフサポートセンター 新潟県LSC 検索

0258-86-8898【受付】平日（祝日除く）10:00～16:00

秘密

厳守

東コース優勝：岡田晃一様 西コース優勝：大岩敏和様
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新潟県労働金庫　第74回通常総会
　６月25日（木）ANAクラウンプラザホテル新潟にて、新潟県労働金庫第
74回通常総会が開催されました。
　総会では、山崎理事長より、「ろうきんを利用することが、意思あるお金
の循環の輪の中に参加いただくことであり、地域社会や、働く人たちの助け
合い、支えあいへの貢献につながることから、ろうきんと普通の銀行の違い
も感じていただき、多くの方に、意思を持って金庫を利用いただくよう、運
動を展開していきたい。」との挨拶がありました。
　議事では報告事項・決議事項のすべての議案が確認・承認されました。

東部ブロック労福協 第17期福祉リーダー塾
　６月10日（水）〜11日（木）に、東部ブロック労福協第17期福祉リーダー塾が、
静岡県三島市で開催されました。
　県労福協からは、藤田隆則さん（連合新潟）、坂井汐里さん（労働金庫）、石附
真美さん（こくみん共済 coop）、鶴巻洋介さん（労福協）の４名が参加しました。

　就任ご挨拶

　６月19日（金）に開催された県
労福協第49回定時総会後の理事会
において、専務理事に選任いただ
きました鶴巻洋介と申します。こ

れから、様々な場面で皆さまにお会いすることになり
ますが、どうぞよろしくお願いいたします。
　労福協の理念「すべての働くひとの幸せと豊かさを
めざして、連帯・協同で安心・共生の福祉社会」およ
び、2030年ビジョンで掲げた「貧困や社会的排除がな
く、人と人とのつながりが大切にされ、平和で、安心

して働きくらせる持続可能な社会」に向かって、新潟
県内の労福協活動がより活発となるよう鋭意努力する
所存です。
　とは申しましても、まだまだ知識不足の新参者です。
今は、労福協の活動をしっかりと理解するために勉強
中です。これからは、なるべく外に出て、多くの方と
お話する機会を作っていきたいと思っています。会員・
構成員の皆さまからは、労福協への思いについて、忌
憚のないご意見をお聞かせいただければ幸いです。
　ご指導ご鞭撻のほど、何とぞよろしくお願い申し上
げます。

　６月２日（火）、中央労福協主催の「2026年度全国研究
集会」が宮城県民会館（東京エレクトロンホール宮城）
において、現地とオンラインのハイブリッド形式で開催
されました（県労福協から８名参加）。
　今回は、被災地で実際に活動に取り組む実践者の方々
を招き、「災害大国に生きる私たちにとって、被災地が
復興するためにどのような視点や姿勢が必要なのか」「私
たちは災害から何を学び、何を後世へと伝えていくべき
なのか」をテーマにトークセッションが行われました。
　パネラーからは、「誰もが安心して集うことができる
日常的な居場所や拠点づくりが必要」「人や組織のつな
がり・連携が大切」「ネットワークのハブ（結節点）と

なる人や組織をつくる」「人が大事にされる社会をつく
る」など、実践に裏付けられた貴重な提言がなされまし
た。最後に、この経験を伝承していきながら、私たちは
災害に対して何をすべきなのかを一人ひとりが考えてい
こうとの確認がなされました。
　なお、2027年度は東部ブロックの長野県で開催されま
す。（６月11日）

2026年度 全国研究集会 in MIYAGI
Re:BUILD  災害に対する社会のこれからを考える
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十日町地区メーデーに参加
　４月29日（水・祝）、越後妻有文化ホール段十ろ
うにおいて、第97回十日町地区メーデー大会が開催
され、会員団体とともに市内商店街1.6kmのデモ行
進に参加しました。式典では、プラカードコンテス
トのほか、大抽選会が行われ大いに盛り上がりまし
た。
　先日、ある研修会に参加した際、十日町市松代で
著名なカールベンクスさんの講演を聞く機会があり
ました。「古民家という日本の宝をなぜ日本人は捨
ててしまうのか。ケーキ箱のような使い捨ての家を
建てることは『宝石を捨てて砂利を拾う』ようなも

のです。」という言葉がとても印象に残りました。
カールさんが言うように、古民家の骨組みや構造部
分の美しい曲線を残しながら、快適に暮らせるよう
に最新設備を加えることで、家は再生し、新しい人
流や、交流が生まれて、地域再生の場にもなるとの
こと。私たちも骨組み（連合新潟、ろうきん、こく
みん共済 coop）
を 残 し つ つ、
SNSやアプリな
ど最新の伝達手
段を活用して、
新たな交流を深
めたいと思いま
した。

　第97回新発田地区メーデーにおいて、新発田市
フードドライブを実施しました。メーデーでの取り
組みは今回で２回目となり、多くの組合・組合員の
皆さまから食品をご寄付いただきました。温かいご
支援とご協力に心より感謝申し上げます。
　寄せられた食品は、フードバンクしばたを通じて
地域で支援を必要とする方々へ届けられます。フー
ドバンク活動は、食品ロスの削減と生活困窮者支援

を結びつける重要な取り組みであり、地域福祉の推
進にも大きく貢献して
います。
　新発田地区労働者福
祉協議会では、今後も
関係団体との連携を深
めながら、支え合いと
助け合いの輪を広げ、
誰もが安心して暮らせ
る地域共生社会の実現
をめざしてまいります。

小千谷地区メーデー
　４月26日（日）、小千谷市民会館を会場に組合員
とそのご家族177人が参加し、第97回小千谷地区メー
デーが開催されました。
　来賓の小千谷市長、小千谷市議会議員、友誼団体
のろうきん小千谷支店、こくみん共済coop中越支
所、連合新潟中越地協より挨拶を頂き、多くの方々
によって小千谷地区の取り組みが支えられている事
を再確認しました。
　各種イベントでは、プラカード審査やお楽しみ抽

選会が行われる中で、今年もフードバンク活動を実
施し、昨今の物価高騰を背景にした困窮家庭の状況
を鑑み、多くの組織や個人から支援を頂き、フード
バンク小千谷へ募金や食料品をお渡しすることがで
きました。
　今後も地域の
す べ て の 働 く
人、生活する人
の福祉の充実と
生活向上を図る
ため労福協運動
に取り組んでい
きます。

地区労福協からのたより 新潟県労福
協

Ni
iga
ta Letter

Niigata Letter

2021

下 越 地 区

十日町地区

小千谷地区

新発田地区メーデーにおいて
フードドライブ開催
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　６月26日（金）に佐渡地区労福協第15回総会を開
催しました。当日は県労福協江口事務局長が来賓と
して出席し、県労福協が取り組んでいる各種活動の
ご報告などの挨拶がありました。

　総会では、2025年
度の活動報告及び
2026年度の活動計画
を審議いただきまし
た。
　2026年度のフード

バンクさどへの支援活動については４月18日、25日、
29日、５月17日、６月13日と５回参加しました。
　どこのフードバンクも支援物資確保に大変苦労し
ていますが、今回は食品を渡すのではなく、地域や
組織のみなさんから食品を預かるフードドライブに
参加しました。まず４月19日、他団体の県総会が佐

渡で開催され、受付にフードドライブが設置されま
した。県内各地からの参加者が、そば、缶詰、お菓
子などたくさんの食品を持ち寄り、地元のフードバ
ンクに寄付していました。また、事務局が来場者に
寄付を募るなど、長年支援活動をしている様子を垣
間見ました。
　続いて４月29日（水）に連合佐渡地区メーデーに
おいてフードドライブを実施しました。各組織が用
意された食品が次々に届けられる中で、労組参加者
個人が、カップ麺や調味料、お米一合など家にある
物を持ち込まれ、「少しだけど困っている人に使っ
てください。」と個
人的に持ち寄ってく
れる人もたくさんお
り、佐渡地内でも生
活困窮者への支援の
輪が広がっているこ
とを感じました。

第14回総会開催
　６月26日（金）18時30分よりヒスイ王国館にて、
糸魚川地区労働者福祉協議会第14回総会を開催しま
した。
　参加者は28名で、来賓
として、県労福協鶴巻専
務理事および糸魚川退職
者連合齊藤会長から出席
いただきました。

　2025年度の活動報告、会計監査報告の確認後、
2026年度の活動方針、予算案、役員体制について承
認いただき、新年度のスタートとなりました。
　2026年度のワーク＆ライフセミナーに関しては、
前年度の参加者から提出いただいたアンケートで関
心が高かった「健康」「医療」「福祉」の内容で９月
29日（火）に開催することとしました。
　その後、懇親会を開催し、各単組の情報交換を行
うなど、楽しい時間を過ごすことが出来ました。
　今後も引き続き、各単組の協力のもと、労働者福
祉のための活動をブラッシュアップしながら展開し
ていきます。

糸魚川地区

佐 渡 地 区

④調査研究事業

③奨学金事業

②市民活動団体助成事業

①県民・勤労者の福祉・
　文化向上に関する事業

セミナー等開催事業（ワーク＆ライフセミナー、文化講演会、にいがた福祉リー
ダー塾など）

市民活動団体助成事業（他、子ども・若者育成支援事業、各種セミナー開催）

高校生に対する奨学金給付事業（月額１万円、3年間で36万円を給付。2025年
度は 154名を採用）

助成財団や奨学金支給団体として期待される社会的役割を果たせるよう、必要な
テーマについて調査研究を実施

〒951-8113　新潟市中央区寄居町332-38　新潟県労働金庫本店 5階
　　　　　　　公益財団法人　新潟ろうきん福祉財団

「すべての勤労者、 県民の社会的・経済的及び文化的
地位の向上」に向けて、 ４つの公益事業を行っています‼
「すべての勤労者、 県民の社会的・経済的及び文化的
地位の向上」に向けて、 ４つの公益事業を行っています‼

URL https://zaidan-hukushi.or.jp/

新潟ろうきん福祉財団では……
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日本労働組合総連合会新潟県連合会
    （連合新潟）TEL:025-281-7555

７　
月

16日㈭ 上越地区労福協総会（上越市レインボーセンター）
17日㈮ 柏崎地区労福協総会（柏崎市盛来軒）
21日㈫ 県PS聖籠町支援調整会議（聖籠町）

21日㈫～22日㈬ 東部ブロック幹事会・事業団体責任者会議（茨城県）
22日㈬ 下越地区労福協総会（新発田市イクネスしばた）

夢咲Club総代会（新潟県労働金庫本店）
23日㈭ 新潟市PS支援調整会議（勤労福祉会館）
24日㈮ 県PS阿賀町支援調整会議（阿賀町）

24日㈮～25日㈯ 第13期にいがた福祉リーダー塾（万代シルバーホテル）
30日㈭ 新潟県総合生協第72回通常総代会・こくみん共済coop新潟推

進本部第９回組合員代表者会議（ANAクラウンプラザホテル）
31日㈮ 新潟県退職者連合第34回年次大会（万代シルバーホテル）

８　
月

６日㈭ 県労福協平和活動・統一行動日（one minute silence）
17日㈪ 県PS刈羽村支援調整会議（刈羽村）
18日㈫ 県PS湯沢町支援調整会議（湯沢町）
19日㈬ 県PS出雲崎町支援調整会議（出雲崎町）
27日㈭ 新潟市PS支援調整会議
28日㈮ 県労福協158回理事会（勤労福祉会館）

９　
月

２日㈬ 県PS津南町支援調整会議（津南町）
４日㈮ 地方労福協会議（Web）
７日㈪ 東部ブロック　ライフサポート事業経験交流（埼玉県）

24日㈭～25日㈮ 東部ブロック第252回幹事会・代表者会議・OB会（長岡市）
30日㈬ 新潟市PS支援調整会議

中央労福協第２回幹事会（Web）

　2023年６月から３年間、専務理事と
して大変お世話になりました。労福協
の活動は本当に多岐にわたり、その奥
深さから、私自身多くのことを学ばせ
ていただきました。
　在任中、多くの皆様との出会いに恵
まれ、様々な団体の素晴らしい活動に
触れられたことは、私の人生にとって
かけがえのない財産となりました。
　「支え合い、助け合う」という活動
の原点は、これからの社会に決して欠
かすことのできないものであると確信
しております。混迷を極め、生きづら
さを抱える現代社会を、相互扶助によ
る共生社会へと導くという社会変革活
動の一翼を担えたことを、深く誇りに
思います。退任後も、皆様と共に「安心・
共生の福祉社会」の実現をめざしてま
いります。
　結びに、労福協の益々の発展と、会
員の皆様のご健勝を心より祈念申し上
げ、退任の挨拶とさせていただきます。
誠にありがとうございました。

石本　伸二

今 後 の 日 程 退任のごあいさつ


